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1.序論 

1.1 研究の背景 

近年、諸外国ではキャッシュレス化が急

速に進んでいる。日本政府もキャッシュレ

ス化を推進し、成長戦略フォローアップ(令

和元年 6 月 21 日閣議決定)において「2025

年 6 月までにキャッシュレス決済比率を 4

割程度とすることを目指す。」1)と記載して

いるが、日本のキャッシュレス決済比率は 2

割程度に留まり、政府の目標達成には、キャ

ッシュレス化の多方面からの知見の獲得が

喫緊の課題となっている。 

1.2 既往研究と本研究の目的・意義 

吉本(2017)2)はスウェーデンを対象に、日

本との違いを明らかにしている。竹村

(2019)3)は、キャッシュレス決済への消費者

の心理構造が異なることを明らかにした。

小野(2018)4)はキャッシュレス化が銀行業

に与える影響を明らかにした。このように

消費者を対象とした研究や都市機能への影

響に関する研究は行われているが、キャッ

シュレス化を決める空間的要因を分析した

研究はまだない。本研究はキャッシュレス

化を決定する空間的要因を分析して基礎的

知見を獲得し、キャッシュレス化政策への

提言を行うことを目的とする。 

1.3 分析手法 

本研究はグルメサイト Retty に掲載され

ている飲食店データをウェブスクレイピン

グで取得し、CSIS の CSV アドレスマッチン

グを用いて緯度経度を対応させる。整理し

た東京都23区内の10万 1460件のデータを

基に、GIS で概観し、Rを用いて統計的分析

を行うことで空間的要因を考察する。 

2.キャッシュレス決済の概要 

2.1 本研究のキャッシュレスの対象と分類 

キャッシュレスには様々な種類があるが、

本研究では Retty で判別可能であるクレジ

ットカードと QR コードを本研究の対象と

する。クレジットカードと QRコードのどち

らかで決済可能な店舗を「キャッシュレス

決済可能店舗」とし、その他の店舗を図 1 の

ように分類する。これらの店舗をまとめて

「キャッシュレス決済可能店舗等」とする。 

図 1  キャッシュレス店舗の分類 



2.2 キャッシュレス化のメリット 

キャッシュレス化のメリットは①取引時

間の短縮②資産管理の変化③決済時の非接

触化④外国人旅行客の消費促進⑤現金管理

等コストの低減⑥犯罪抑制⑦ビッグデータ

蓄積と新産業の発展がある。一方、デメリッ

トは①新たなコストの発生②あまりに多様

な選択肢③通信障害への対応等がある。5) 

3.キャッシュレス化の要因：概観  

3.1 23区内のキャッシュレス決済可能店舗 

東京都 23 区内における飲食店のキャッ

シュレス決済可能店舗割合は 50%に満たな

い結果となった。(表 1)また、キャッシュレ 

ス、クレジットカードの可能店舗割合は 23

区の中心部で高くなる傾向にあり、QRコー

ド決済の可能店舗は 23 区全体に分散して

いる傾向にある。決済手法によってエリア

間の差があることがわかった。(図 2) 

3.2 座席数とキャッシュレスの関係 

各店舗の座席数のデータを取得し、キャ

ッシュレス決済の可否との関係性をまとめ

た。「QRコードのみ決済可能店舗」以外につ

いては、いずれも座席数と正の相関があり、

店舗規模が大きくなるにつれて、導入割合

が高くなることがわかった。ただし、「QRコ

ード決済可能店舗」と「クレジット QR両方

決済可能店舗」の傾きは小さい傾向にある。

また、「QRコード決済のみ可能店舗」は座席

数と負の相関があることがわかった。(図 3)

これは、座席数が大きくなると同時にクレ

ジットカード決済も導入するためであると

推測できる。 

店舗数 割合 (%)

47050 46.37

35308 34.80

キャッシュレス決済可能店舗

クレジットカード決済可能店舗
24275 23.93QRコード決済可能店舗

12533 12.35
22775 22.45

クレジットQR両方決済可能店舗
クレジットカード決済のみ可能店舗

11742 11.57QRコード決済のみ可能店舗

表 1  23 区内のキャッシュレス化店舗数と割合 
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図 2  23 区内のキャッシュレス可能店舗等 250m メッシュ比較 



3.3 小地域を用いたケーススタディ 

東京都 23区内で、空間的特徴のある小地

域の 100mメッシュを用いて分析を行う。取

り上げる小地域は①周辺環境の要因が多い

東京大学本郷キャンパス周辺②商業系エリ

アが集積する東京駅周辺③住居系エリアが

集積し、都心から離れた西荻窪駅周辺④キ

ャッシュレス決済可能店舗割合が最も低か

った北千住駅周辺を取り上げる。(図 4) 最

寄り駅までの距離、都心までの距離、最寄り

駅の乗降客数、店舗の属する用途地域がキ

ャッシュレス化に関わる空間的要因の一つ

であると仮説立て、統計的分析における共

通の変数として与えた。 

4.キャッシュレス化の要因：統計的分析  

4.1 ロジスティック回帰分析 

キャッシュレス、クレジットカード、QR

コードの決済可能店舗のダミー変数を被説

明変数として分析を行なった。 

𝑝 =
1

1 + 𝑒𝑥𝑝{−(𝛽! + 𝛽"𝑥" + 𝛽#𝑥# +⋯+ 𝛽$𝑥$)}
 

𝑝:目的変数の確率予測  𝛽!:定数 

𝛽",𝛽#,	𝛽$:回帰係数  𝑥",𝑥,	𝑥$:説明変数 

座席数はどの決済手法でも正の相関があ

り、特にクレジットカード決済は店舗規模

の影響を大きく受けることがわかった。半

径 50m 以内のキャッシュレス可能店舗割合

はどの決済分類においても正で有意のため、

図 3  23 区内のキャッシュレス可能店舗等と座席数関係の比較 
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図 4  小地域の 100m メッシュによるケーススタディ 

③西荻窪駅周辺 



周辺の店舗との競争が起きていると推測で

きる。また、都心に近いほどクレジットカー

ド決済の導入が進み、都心から離れるほど

QRコード決済の導入が進んでいる事がわか

る。最寄り駅の乗降客数、最寄り駅までの距

離は結果の値が小さく影響は少ない。(表 2) 

4.2 多項ロジットモデル 

被説明変数を互いに排反になるキャッシュ

レスダミー変数とし、説明変数は 4.1 と同様

として多項ロジットモデルの分析を行った。 

𝑝% =
exp(𝑈%)
∑ exp4𝑈&5&

 

𝑈% = 𝛽! + 𝛽"𝑥% + 𝛽#𝑥% +⋯+ 𝛽$𝑥% (𝑖 = 1,2,3) 
概ね、結果はロジスティック回帰分析と同

様になったが「QR コード決済のみ可能店舗」

に対して座席数は影響しない事がわかった。 

4.3 交差項・二乗交差項を用いた分析 

交差項を含めた分析では地域別ダミー変

数が有意なものが多く、小規模店舗でのグ

ラフの差が大きいことが示された。また、ク

レジットに関して交差項が有意になるもの

が多く、グラフの傾きに差異がある事が示

された。二乗交差項を含めた分析では「QR

コード決済のみ可能店舗」のグラフが下に

凸の放物線状に減少しているとわかった。 

5.結論 

キャッシュレス化の要因として①店舗規

模②立地場所③周辺環境の 3 つが示された。

全体的にキャッシュレス化を推進してエリ

ア間の利便性格差是正のためには、エリア

間の影響を受けにくい QR コード決済導入

の重点的補助が解決策となり得る。小規模

の店舗のキャッシュレス導入割合が、エリ

ア全体の傾向に影響を及ぼすことからも、

キャッシュレス決済導入補助を一律ではな

く都心から離れたエリアの小規模店舗への

QRコード決済導入補助の重点化を提言する。 
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最寄り駅までの距離 2.75e-05***

都心までの距離 -2.49e-05***

住居系用途地域ダミー

商業系用途地域ダミー -0.406***

-2.34e-07***

4.70***
(2e-16)

-6.59e-05***
(<2e-16)

5.92e-05***
(<2e-16)

-3.67***( 定数 ) -2.93*** -3.11***

(2.16e-05)

-2.63e-05***
(7.37e-10)

2.39e-05***

基準クラス 4 クラス 2 クラス 3

(<2.2e-16) (<2.2e-16)

(<2.2e-16) (<2.2e-16)

-6.55e-08***
(4.40e-4) (2.22e-16)

(1.32e-11)

(6.61e-10) (1.39e-11)

0.227*
(0.0153)

0.171*
(0.0471)

0.232**
(0.0076)

-0.225*
(0.0309)

n=46032　※値は偏回帰係数 , カッコ内は標準誤差 * : p 値 < 0.05　** : p 値 < 0.01　*** : p 値 < 0.001　 

9.30e-05
(0.91)

0.068
(0.391)

表 3  多項ロジットモデルの分析結果 

(半径 50m 以内の用途地域割合については抜粋して掲載) 


